
 

 

 

    

第
二
百
十
一
回
国
会
に
お
け
る
後
藤
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
の
経
済
演
説 

    

  

令
和
五
年
一
月
二
十
三
日





 

 

一
．
は
じ
め
に 

 
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
と
し
て
、
我
が
国
経
済
の
現
状
と
課
題
、
政
策
運
営
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
、
所
信
を
申
し

述
べ
ま
す
。 

 

二
．
経
済
の
現
状
と
経
済
財
政
運
営 

 

我
が
国
経
済
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
で
緩
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
民
生
活
に
身
近
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
品
を
中
心
に
物
価
上
昇
が
継
続
し
、
ま
た
、
欧
米
各
国
の
金
融
引
締
め
等
が
続
く
中
で
世
界
経
済
が
下
振
れ
リ

ス
ク
に
直
面
す
る
な
ど
、
我
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
に
先
手
を
打
ち
、
我
が
国
経
済
を
民
需
主
導
の
持
続
可
能
な
成
長
経
路
に
乗
せ
て
い
く

た
め
、
昨
年
十
月
に
閣
議
決
定
し
た
事
業
規
模
七
十
二
兆
円
、
財
政
支
出
三
十
九
兆
円
の
「
物
価
高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の

た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
に
つ
い
て
、
進
捗
管
理
を
徹
底
し
、
迅
速
か
つ
着
実
に
実
行
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
電
気
料
金
等
の
負

担
の
上
昇
を
直
接
的
に
軽
減
す
る
前
例
の
な
い
思
い
切
っ
た
措
置
等
を
講
じ
、
足
下
の
物
価
高
か
ら
国
民
生
活
と
事
業
活
動

を
守
り
抜
き
ま
す
。
ま
た
、
物
価
上
昇
に
負
け
な
い
継
続
的
な
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
、
賃
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
等
へ

の
支
援
を
大
幅
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
価
格
転
嫁
対
策
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し
い
資
本
主
義
を
加
速
さ
せ
、
人
へ

一 



 

 

の
投
資
の
抜
本
強
化
と
労
働
移
動
の
円
滑
化
に
よ
る
「
構
造
的
賃
上
げ
」
の
実
現
、
成
長
分
野
へ
の
大
胆
な
投
資
拡
大
を
図
り

ま
す
。 

こ
の
総
合
経
済
対
策
及
び
そ
の
裏
付
け
と
な
る
令
和
四
年
度
第
二
次
補
正
予
算
等
を
実
行
し
、
令
和
五
年
度
予
算
と
合
わ

せ
、
万
全
の
経
済
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
来
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
実
質
で
一
・
五
％
程
度
、
名
目
で

二
・
一
％
程
度
の
成
長
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
経
済
状
況
等
を
注
視
し
、
民
需
主
導
の
自
律
的
な
成
長
と
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
に
向
け
、
躊

躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

な
く
機
動
的
な
マ
ク
ロ
経
済
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

経
済
財
政
運
営
の
基
本
は
、
経
済
あ
っ
て
の
財
政
で
あ
り
、
順
番
を
間
違
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
政
策
対
応
に
取
り

組
み
、
経
済
を
し
っ
か
り
立
て
直
す
。
そ
し
て
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
下
で
、「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画

改
革
工
程
表
」
の
着
実
な
実
行
に
よ
り
、
効
果
的
・
効
率
的
な
支
出
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

三
．
新
し
い
資
本
主
義
の
加
速 

我
々
が
直
面
す
る
様
々
な
社
会
課
題
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
へ
と
転
換
す
る
。
そ
し
て
、
成
長
の
果
実
を
分
配
し
、
更
な
る
成

長
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
の
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
実
現
し
、
力
強
く
成
長
す
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

二 



 

 

我
が
国
経
済
再
生
の
鍵
を
握
る
の
は
構
造
的
な
賃
上
げ
の
実
現
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る
能
力
向
上

支
援
、
日
本
型
の
職
務
給
の
確
立
、
成
長
分
野
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
を
進
め
、
働
く
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
三
位
一
体
の
労

働
市
場
改
革
を
加
速
し
ま
す
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
転
職
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ま
で
一
気
通
貫
で
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、

成
長
分
野
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
に
つ
い
て
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
主
体
的
に
取
り
組
む
個
人
へ
の
直
接
支
援
な
ど
、

働
く
個
人
一
人
一
人
に
着
目
し
、
そ
の
努
力
を
支
援
す
る
、「
人
へ
の
投
資
」
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
、
五
年
間
で
一
兆
円
に
拡
充
し
、

取
組
を
抜
本
強
化
し
ま
す
。 

ま
た
、
産
業
構
造
の
大
き
な
変
革
に
合
わ
せ
て
、
失
業
な
き
労
働
移
動
を
進
め
、
構
造
的
な
賃
上
げ
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
「
労
働
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
指
針
」
を
本
年
六
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
ま
す
。 

さ
ら
に
、「
貯
蓄
か
ら
投
資
」
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
る
こ
と
で
、
家
計
の
賃
金
所
得
に
加
え
、
金
融
資
産
所
得
の
拡
大
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
資
本
主
義
が
目
指
す
分
厚
い
中
間
層
を
形
成
す
る
た
め
、「
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」
の
実
行
を

通
じ
て
、
今
後
五
年
間
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
数
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
買
付
額
の
倍
増
を
目
指
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
長
期
的
な
目
標
と

し
て
は
資
産
運
用
収
入
そ
の
も
の
の
倍
増
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

人
へ
の
投
資
の
抜
本
強
化
に
加
え
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
と
い
っ
た
成
長
分

野
へ
の
投
資
を
大
胆
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
経
済
構
造
へ
の
変
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

三 



 

 

半
導
体
、
Ｇ
Ｘ
、
次
世
代
の
通
信
技
術
等
の
戦
略
分
野
へ
の
国
内
投
資
を
七
兆
円
規
模
の
補
正
予
算
で
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
社
会
的
課
題
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
転
換
し
て
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会
を
実
現
す
る
、
新
し
い

資
本
主
義
の
考
え
方
を
体
現
す
る
も
の
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
額
を
五
年
後
に
十
兆
円
規
模
と
十
倍
増
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
五
か
年
計
画
」
を
早
急
に
実
行
に
移
し
、
人
材
、
資
金
供
給
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
三
本
柱
と
す
る
取
組
を
一
体
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
我
が
国
に
起
業
家
精
神
を
取
り
戻
し
、

第
二
の
創
業
ブ
ー
ム
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
は
世
界
に
伍
す
る
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
を
百
社
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
や
複
数
年
度
に
わ
た
る
支
援
に
官
が
明
確
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

な
ど
、
民
間
の
予
見
可
能
性
を
高
め
、
計
画
的
・
安
定
的
に
投
資
が
実
行
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
民
連
携

の
下
、
国
内
投
資
を
大
胆
に
拡
大
し
ま
す
。 

ま
た
、
公
益
法
人
が
、
成
熟
し
た
市
民
社
会
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
高
め
、
多
様
な
社
会
的
課

題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
法
人
活
動
の
自
由
度
拡
大
と
こ
れ
に
伴
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
説
明
責
任
の
充
実
を
両
輪
と
し

て
、
公
益
法
人
制
度
の
改
革
を
進
め
ま
す
。 

我
が
国
経
済
を
再
生
し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
人
へ
の
投
資
を
進
め
、
生
産
性

や
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
価
格
付
け
を
通
じ
て
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
率
を
高
め
、
物
価
上
昇
に
負
け
な
い

四 



 

 

賃
上
げ
や
コ
ス
ト
上
昇
の
転
嫁
の
で
き
る
適
切
な
支
払
い
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
連
続
的
に
拡
大
が
続

く
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
築
き
上
げ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

 四
．
海
外
活
力
の
取
り
込
み
と
経
済
連
携
の
推
進 

我
が
国
は
、
世
界
に
開
か
れ
た
貿
易
・
投
資
立
国
で
あ
り
続
け
ま
す
。
本
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、

こ
れ
を
世
界
に
示
し
、
海
外
の
活
力
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
我
が
国
の
成
長
力
の
強
化
や
国
民
所
得
の
増
加
に
つ
な
げ

る
好
機
で
す
。
魅
力
的
な
成
長
市
場
を
拡
大
し
、
安
定
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
確
保
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
を

進
め
、
海
外
か
ら
の
人
材
や
資
金
の
呼
び
込
み
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
技
術
と
意
欲
あ
る
我
が
国
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

投
資
を
強
力
に
支
援
し
、
海
外
収
益
と
そ
の
国
内
還
流
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

包
括
的
・
先
進
的
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
、
経
済
連
携
の
強
化
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
我
が
国
は
こ

れ
ま
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
経
済
連
携
協
定
の
推
進
を
通
じ
て
、
自
由
貿
易
の
旗
振
り
役
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
き
ま
し
た
。
我
が
国
は
、
引
き
続
き
本
協
定
を
通
じ
た
自
由
貿
易
の
推
進
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
新
た
な
課
題
へ
の
対

処
に
お
い
て
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大

綱
」
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

五 



 

 

現
在
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
英
国
の
加
入
手
続
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
自
由
で
公
正
な
二
十
一
世
紀
型
の
新

た
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
面
で
も
、
ル
ー
ル
の
面
で
も
高
い
レ
ベ
ル
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
我
が
国
は
、
英
国
の
加
入
作
業
部
会
の
議
長
と
し
て
、
手
続
が
協
定
の
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
良
い
先
例
と
な
る
よ

う
、
他
の
参
加
国
と
共
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
加
入
要
請
を
提
出
し
て
い
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い
て

も
、
協
定
の
高
い
レ
ベ
ル
を
満
た
す
用
意
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
見
極
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

五
．
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
等 

誰
も
が
安
心
で
き
る
全
世
代
型
の
社
会
保
障
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

昨
年
末
に
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
に
お
い
て
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
本
報
告
書
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実
、
働
き
方
に
中
立
的
な
社
会
保
障
制
度
等
の
構
築
、
医
療
・
介
護
制
度
の
改
革
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
等
に
つ
い
て
、
足
下
の
課
題
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
時
間
軸
と
地
域
軸
を
持
ち
、
全
世
代
で
支
え
合

い
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
取
組
を
着
実
に
進
め
ま
す
。 

特
に
、
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
検
討
を
加
速
し
、
六
月
の
「
骨
太

方
針
」
ま
で
に
将
来
的
な
こ
ど
も
・
子
育
て
予
算
倍
増
に
向
け
た
大
枠
を
提
示
い
た
し
ま
す
。 

六 



 

 

さ
ら
に
、
包
摂
社
会
の
実
現
に
向
け
、
女
性
活
躍
や
孤
独
・
孤
立
対
策
、
就
職
氷
河
期
世
代
支
援
な
ど
の
取
組
を
一
体
的
か

つ
総
合
的
に
進
め
ま
す
。 

 

六
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
平
時
に
近
い
社
会
経
済
活
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
平

時
の
生
活
を
全
面
的
に
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
足
下
の
感
染
状
況
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
更
な
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
次
の
感
染
症
危
機
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
政
府
の
司
令
塔
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
内
閣
感
染
症
危
機
管

理
統
括
庁
の
設
置
等
の
た
め
の
法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
ま
す
。 

 
 七

．
む
す
び 

世
界
は
歴
史
的
な
転
換
期
に
あ
り
、
国
内
に
お
い
て
は
、
物
価
高
克
服
と
経
済
の
再
生
、
ま
た
少
子
化
を
始
め
と
す
る
構
造

的
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
一
つ
一
つ
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
我
が
国
経
済
を
力
強
く
再
生
さ
せ
、
持
続

的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
。
そ
の
た
め
の
経
済
社
会
の
改
革
を
皆
様
と
と
も
に
進
め
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
た

七 



 

 

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
国
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

八 


